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G7北九州エネルギー大臣会合
開催事業 …………1547万円

　平成28年5月に、伊勢志摩
サミットの関係閣僚会合の一
つであるG7北九州エネルギ
ー大臣会合を本市で開催しま
した。会合を通じて本市の環
境・エネルギー政策を広く国
内外に発信することができま
した。

TGC北九州2016開催事業 ………………3870万円
　平成28年10月9日、「東京ガ
ールズコレクション」の地方創
生プロジェクトとして、「TGC
北九州2016」が本市で開催さ
れました。当日は、延べ約1万
2900人が来場し、小倉都心部
はたくさんの人でにぎわいま
した。テレビや新聞でも大きく

取り上げられるなど、経済効果は、パブリシティ（報道として取り上げても
らう）効果を含め17億円を超えました。

北九州空港将来ビジョン推進
強化関連事業 ………5億5912万円

　北九州空港における路
線誘致の取り組みの結果、
国際定期路線（3路線）が
就航し、過去最高となる空
港利用客140万人を達成し
ました。また、新規路線の
集客・PRや既存定期路線
の維持、さらなる拡充に取
り組むとともに、空港アクセス手段であるエアポートバスの利便性向上
を行いました。さらに、航空貨物拠点化に向け、航空貨物の集貨促進や貨
物便の誘致活動に取り組みました。

日本トップクラスの安全・安心な
まちづくり関連事業 ………1409万円

　防犯活動の参加者拡大や刑法犯認知
件数の減少等、北九州市安全・安心条例
行動計画の目標を達成するため、事業者
や学生などの自主防犯活動の活発化を
図りました。また、警察、関係団体などと
連携し、安全・安心なまちづくりに向けた

取り組みを推進しました。

子ども医療費支給制度 …………………28億481万円
　子どもの健康の保持と健やかな育成を図るため、保険
診療にかかる医療費の自己負担額の助成を行いました。
また、平成28年10月から、通院助成をこれまでの「小学校
就学前」から「小学校6年生まで」に拡充するなどの制度改
正を行いました。

子どもの居場所づくり事業（子ども食堂） …… 423万円
　仕事などの理由で保護者の帰宅が遅くな
る家庭の子どもの孤食を防止し、幸福感や
安心感を与える居場所を提供するため、親
が帰宅するまでの間、子どもたちが多くの
人たちと触れ合うことのできる子ども食堂を、
モデル事業として平成28年9月に尾倉市民

センターと日明市民センターで開始しました。

北九州スタジアム（ミクニワールドスタジアム北九州）
整備事業 ………101億4663万円

　都心部に人が集い、にぎわいあふれ
る本市を目指し、Jリーグやラグビートッ
プリーグ等の試合、小中高生のサッカ
ー・ラグビー大会、グラウンドゴルフ大
会の開催、子どもたちへの芝生開放等
に加え、まちににぎわいを生み出す各
種イベントの開催など、市民に夢と感動を提供できるスタジアムを整備
し、平成29年2月にオープンしました。

平成28年度に取り組んだ主な事業

市債残高は増加
　埋立地造成特別会計引継分の影響や、地方交付税

＊

の振り替えで
ある臨時財政対策債

＊

の増加などに伴い、市債残高は増加しています。

＊臨時財政対策債 地方交付税の財源不足対策として、本来地方交付税
で交付されるものの一部を、市債として借り入れることが認められてい
るものです。このため、その返済については、後年度、その全額が地方交
付税で措置されます。

＊地方交付税 全国の地方公共団体が一定の標準的な行政サービスを
提供できるように、国がその財源を保障し、国税の一定割合を地方公共
団体に配分するものです。
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市債残高の推移

市債（市の借金）残高

市の貯金は4年ぶりに減少
　平成28年度決算では、平成24年度以来4年ぶりに市の貯金である
「財源調整用基金」を取り崩したことにより、平成27年度末に322
億円だった基金残高が、27億円減少して295億円となりました。
　これは、市税や土地売払収入等が当初予算の見込みを下回ったこ
となどによるものです。
　今後も、「北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」などを着実
に推進することで、歳入増につなげていくとともに、より一層事業の
「選択と集中」を図りながら、持続可能で安定的な財政運営を行っ
ていきます。
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